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１ 本書は金融商品取引法第24条の４の７第１項に基づく四半期報告書を、

同法第27条の30の２に規定する開示用電子情報処理組織(EDINET)を使用し

て、平成25年８月８日に提出したデータに目次及び頁を付して出力・印刷

したものであります。 

２ 本書には、上記の方法により提出した四半期報告書に添付された四半期

レビュー報告書を末尾に綴じ込んでおります。 
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 （注）１ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。 

２ 売上高には、消費税等は含んでおりません。 

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。 

  

 当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。  

  

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについては、重要な変更はありません。  

 当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。  

  

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第120期 

第１四半期連結 
累計期間 

第121期 
第１四半期連結 

累計期間 
第120期 

会計期間 
自平成24年４月１日 
至平成24年６月30日 

自平成25年４月１日 
至平成25年６月30日 

自平成24年４月１日 
至平成25年３月31日 

売上高（百万円） 20,539  24,064       97,345

経常利益又は経常損失(△)（百万円）  △1,585  653     3,471

四半期（当期）純利益又は四半期純損失(△)

（百万円） 
 △1,526  55       511

四半期包括利益又は包括利益（百万円）  △2,685  714  3,579

純資産額（百万円）  30,257  49,304  49,022

総資産額（百万円）  116,880  129,277  129,503

１株当たり四半期（当期）純利益又は四半期純

損失金額(△)（円） 
 △16.48  0.52       5.48

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利

益金額（円） 
 ─  ─  ─

自己資本比率（％）  25.5  37.6       37.4

２【事業の内容】

第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

２【経営上の重要な契約等】
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(1)業績の状況  

当第１四半期における経済環境は、米国では内需を中心に景気は緩やかな回復を見せてはいるものの、欧州では

南欧諸国を中心に引き続き不透明感があります。中国等の新興国群でも景気の回復力は弱く依然として停滞した推移

を示しております。 

日本においては、東日本大震災からの復興需要や経済政策への期待、円安による輸出環境の好転等が牽引とな

り、景気は緩やかな回復が続いております。 

  

このような経済環境にあって当社グループは、独創的な発想による新規事業の開拓を加速し利益ある持続的成長

を実現するため、“Creativity & Growth”「創造力と成長」をスローガンに、構造改革から成長戦略へと軸足を移

し、“TOPCON WAY”の思想に基づいた企業風土の改革に取り組んでまいりました。 

  

こうした中で、当第１四半期の当社グループの［連結］業績は、次のようになりました。 

  

 売上高は、前年同期と比べると、日本・米国・欧州での増加等や為替の影響等により、２４０億６千４百万円とな

り、前年同期と比べ１７．２％の増収となりました。 

 利益面では、売上高の増加や固定費削減及び原価低減の効果、及び為替の影響等により、営業利益は７億８百万円

（前年同期と比べ１６億３百万円の増益）、経常利益は６億５千３百万円（前年同期と比べ２２億３千８百万円の増

益）となりました。この結果、四半期純利益は５千５百万円（前年同期と比べ１５億８千１百万円の増益）となり、

前年同期と比べ改善いたしました。 

  

セグメント毎の業績を示すと、次のとおりであります。 

  

スマートインフラ・カンパニーでは、日本および中国が伸長したことにより、売上高は６７億５千９百万円とな

り、前年同期と比べ１３．６％の増収となりました。営業利益は、この売上高の増加や原価低減等により４億４千７

百万円の利益となり、前年同期と比べ２億８千７百万円の増益となりました。 

  

ポジショニング・カンパニーでは、欧米が堅調に推移したことにより、売上高は１０６億６千９百万円となり、前

年同期と比べ２７．７％の増収となりました。営業利益は、この売上高の増加等により７億５千２百万円の利益とな

り、前年同期と比べ８億３千２百万円の増益となりました。 

  

アイケア・カンパニーでは、欧米が堅調に推移したことにより、売上高は７４億５千７百万円となり、前年同期と

比べ１６．８％の増収となりました。営業利益は、この売上高の増加や原価低減等により２千１百万円の利益とな

り、前年同期と比べ３億９千２百万円の増益となりました。 

  

(2)事業上及び財務上の対処すべき課題  

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

(3)研究開発活動  

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は２４億５千８百万円であります。 

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
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①【株式の総数】 

②【発行済株式】 

  

 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

 該当事項はありません。 

  

  

 当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 

  

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

種類 発行可能株式総数(株) 

普通株式  160,000,000

計  160,000,000

種類 
第１四半期会計期間
末現在発行数(株) 
(平成25年６月30日) 

提出日現在 
発行数(株) 

(平成25年８月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名 

内容 

普通株式  108,085,842  108,085,842
東京証券取引所 

(市場第一部) 
単元株式数は100株であります。 

計  108,085,842  108,085,842 ―― ―― 

（２）【新株予約権等の状況】

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

（４）【ライツプランの内容】

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日 
発行済株式 
総数増減数 

(株) 

発行済株式 
総数残高 
(株) 

資本金増減額
  

(百万円) 

資本金残高 
  

(百万円) 

資本準備金 
増減額 
(百万円) 

資本準備金 
残高 

(百万円) 

平成25年４月１日～ 

平成25年６月30日 
 ─ 108,085,842 ─  16,638  ─  19,127

（６）【大株主の状況】
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当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。 

 ①【発行済株式】  

 （注）１．「完全議決権株式(その他)」の「株式数」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が9,000株含まれており

ますが、「議決権の数」の欄には同機構名義の議決権90個は含まれておりません。 

２．「単元未満株式」の欄の普通株式には、当社所有の自己株式３株が含まれております。 

②【自己株式等】 

 （注）第１四半期末現在の自己株式数は 株であります。 

  

該当事項はありません。  

  

（７）【議決権の状況】

  平成25年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

無議決権株式 ─ ─ ―― 

議決権制限株式（自己株式等） ─ ─ ―― 

議決権制限株式（その他） ─ ─ ―― 

完全議決権株式（自己株式等） 

（自己保有株式） 

普通株式 

 70,400

─ ―― 

完全議決権株式（その他） 
普通株式 

 107,978,900
 1,079,699 ―― 

単元未満株式 
普通株式 

 36,542
─  １単元（100株）未満の株式 

発行済株式総数  108,085,842 ─ ―― 

総株主の議決権 ─  1,079,699 ―― 

  平成25年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所 
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株） 

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）                         

株式会社トプコン 
東京都板橋区蓮沼町 

75番１号 
70,400 ─  70,400  0.1

計 ―― 70,400 ─  70,400  0.1

70,600

２【役員の状況】
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１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。 

  

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平

成25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。 

第４【経理の状況】
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１【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 17,213 16,785

受取手形及び売掛金 ※4  36,912 ※4  34,989

商品及び製品 16,051 17,574

仕掛品 4,279 4,253

原材料及び貯蔵品 6,033 6,483

その他 10,089 9,281

貸倒引当金 △1,469 △1,554

流動資産合計 89,110 87,814

固定資産   

有形固定資産 11,277 11,317

無形固定資産   

のれん 9,650 9,268

その他 9,241 9,467

無形固定資産合計 18,892 18,736

投資その他の資産 ※1  10,222 ※1  11,409

固定資産合計 40,392 41,463

資産合計 129,503 129,277

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※4  9,903 ※4  9,584

短期借入金 31,627 32,155

未払法人税等 1,172 794

製品保証引当金 584 599

その他 11,375 11,406

流動負債合計 54,662 54,539

固定負債   

長期借入金 19,002 18,963

退職給付引当金 5,331 4,916

役員退職慰労引当金 35 36

その他 1,448 1,516

固定負債合計 25,818 25,433

負債合計 80,480 79,972
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年６月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 16,638 16,638

資本剰余金 21,051 21,051

利益剰余金 12,843 12,467

自己株式 △57 △57

株主資本合計 50,476 50,099

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 298 447

繰延ヘッジ損益 10 12

為替換算調整勘定 △2,310 △1,898

その他の包括利益累計額合計 △2,002 △1,438

少数株主持分 548 643

純資産合計 49,022 49,304

負債純資産合計 129,503 129,277
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】 
【四半期連結損益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

売上高 20,539 24,064

売上原価 12,264 12,918

売上総利益 8,274 11,145

販売費及び一般管理費 9,169 10,437

営業利益又は営業損失（△） △895 708

営業外収益   

受取利息 17 16

受取配当金 9 11

持分法による投資利益 － 1

為替差益 － 169

その他 71 82

営業外収益合計 98 282

営業外費用   

支払利息 291 260

持分法による投資損失 3 －

為替差損 408 －

その他 84 76

営業外費用合計 788 336

経常利益又は経常損失（△） △1,585 653

特別損失   

関係会社整理損 － ※  104

投資有価証券評価損 70 －

特別損失合計 70 104

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△1,655 549

法人税、住民税及び事業税 △10 342

法人税等調整額 △126 89

法人税等合計 △136 432

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△1,518 117

少数株主利益 7 61

四半期純利益又は四半期純損失（△） △1,526 55
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【四半期連結包括利益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 

 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△1,518 117

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △162 149

繰延ヘッジ損益 △1 2

為替換算調整勘定 △962 441

持分法適用会社に対する持分相当額 △40 3

その他の包括利益合計 △1,166 597

四半期包括利益 △2,685 714

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △2,678 619

少数株主に係る四半期包括利益 △6 94
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【注記事項】 

（四半期連結貸借対照表関係）  

※１．資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額 

  

 ２．受取手形割引高 

  

 ３．債権流動化 

 当社は、平成15年10月から債権譲渡契約に基づく債権流動化を行なっており、当第１四半期連結会計期間末の譲

渡残高は、次のとおりであります。 

  

※４．第１四半期連結会計期間末日満期手形 

 当第１四半期連結会計期間末日は、金融機関の休日でありましたが、当社は、満期日に決済があったものとし

て処理しております。当第１四半期連結会計期間末残高から除かれている第１四半期連結会計期間末日の満期手

形は次のとおりであります。 

   

（四半期連結損益計算書関係） 

※ 当第１四半期連結累計期間の関係会社整理損は、国内生産拠点再編のために、当社連結子会社である株式会社福島

ソキアを、同じく当社連結子会社である株式会社オプトネクサスへ統合することに伴い発生する退職給付費用等であ

ります。 

  

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）  

 当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のと

おりであります。  

  
前連結会計年度 

（平成25年３月31日） 
当第１四半期連結会計期間 
（平成25年６月30日）  

投資その他の資産 百万円 80 百万円 79

  
前連結会計年度 

（平成25年３月31日） 
当第１四半期連結会計期間 
（平成25年６月30日）  

受取手形割引残高 百万円 193 百万円 206

  
前連結会計年度 

（平成25年３月31日） 
当第１四半期連結会計期間 
（平成25年６月30日） 

受取手形及び売掛金譲渡残高 百万円 904 百万円 790

  
前連結会計年度 

（平成25年３月31日） 
当第１四半期連結会計期間 
（平成25年６月30日）  

受取手形 百万円 185 百万円 235

支払手形        492        340

 
前第１四半期連結累計期間 
（自  平成24年４月１日 
至  平成24年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間 
（自  平成25年４月１日 
至  平成25年６月30日） 

減価償却費 百万円 806 百万円 872

のれんの償却額  385  468
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（株主資本等関係）  

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年６月30日） 

１．配当に関する事項 

      配当金支払額 

２．株主資本の金額の著しい変動 

 該当事項はありません。   

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日） 

１．配当に関する事項 

      配当金支払額 

２．株主資本の金額の著しい変動 

 該当事項はありません。   

  
（決議） 

株式の種類 
配当金の総額
（百万円） 

１株当たり 
配当額（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年５月18日 

取締役会 
普通株式 185 2 平成24年３月31日 平成24年６月６日 利益剰余金 

  
（決議） 

株式の種類 
配当金の総額
（百万円） 

１株当たり 
配当額（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成25年５月17日 

取締役会 
普通株式 432 4 平成25年３月31日 平成25年６月４日 利益剰余金 

2013/08/06 17:40:2113930109_第１四半期報告書_20130806173932

- 11 -



（セグメント情報等） 

【セグメント情報】  

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年６月30日）      

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報           （単位：百万円） 

（注）１.「その他」の区分は、精密計測事業及び光デバイス事業であります。 

２.「セグメント利益」の「消去及び全社」の額△385百万円は、各報告セグメントに配分していないのれんの

償却額であります。 

  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項）  

報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額は、四半期連結損益計算書計上の営業利益又は営業損失と一致

しております。 

  

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報           （単位：百万円） 

（注）１.「その他」の区分は、精密計測事業及び光デバイス事業であります。 

２.「セグメント利益」の「消去及び全社」の額△468百万円は、各報告セグメントに配分していないのれんの

償却額であります。 

  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項）  

報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額は、四半期連結損益計算書計上の営業利益又は営業損失と一致

しております。 

  

３．報告セグメントの変更等に関する事項 

前連結会計年度の年度末より、経営管理の手法を見直したことにより、報告セグメントの利益又は損失の算定

方法について、のれんの償却額を各報告セグメントに配分しない方法に変更しております。 

 なお、前第１四半期連結累計期間の報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報は、変

更後の算定方法に基づき作成しております。  

  

  

報告セグメント   
消去及び 

全社  
合計 スマートインフラ 

カンパニー 
ポジショニング 

カンパニー  
アイケア 

カンパニー その他 計 

売上高    

外部顧客への売上高  3,898  7,915  6,383  2,341  20,539  ─  20,539

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
 2,052  438  ─  ─  2,490  △2,490  ─

計   5,950  8,354  6,383  2,341  23,030  △2,490  20,539

セグメント利益又はセ

グメント損失（△） 
 160  △80  △370  △218  △509  △385  △895

  

報告セグメント   
消去及び 

全社  
合計 スマートインフラ 

カンパニー 
ポジショニング

カンパニー  
アイケア

カンパニー 
その他 計 

売上高    

外部顧客への売上高  4,885  10,148  7,457  1,574  24,064  ─  24,064

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
 1,874  521  ─  ─  2,396  △2,396  ─

計   6,759  10,669  7,457  1,574  26,461  △2,396  24,064

セグメント利益又は 

セグメント損失（△） 
 447  752  21  △44  1,176  △468  708
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（１株当たり情報）  

 １株当たり四半期純利益又は四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

（注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

  

（重要な後発事象）  

当第１四半期連結会計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日） 

該当事項はありません。  

平成25年５月17日開催の取締役会において、前期期末配当に関し、次のとおり決議いたしました。 

（イ）期末配当による配当金の総額………………………………432百万円 

（ロ）１株当たりの金額……………………………………………4円00銭 

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日……………………平成25年６月４日 

（注）平成25年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主又は登録質権者に対し、支払いを行います。 

  
前第１四半期連結累計期間 
（自 平成24年４月１日 
至 平成24年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成25年４月１日 
至 平成25年６月30日） 

 １株当たり四半期純利益又は四半期純損失金額（△） 円 銭 △16 48 0円 銭 52

（算定上の基礎）     

四半期純利益又は四半期純損失金額（△） 

（百万円） 
 △1,526  55

普通株主に帰属しない金額（百万円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益又は 

四半期純損失金額（△）（百万円） 
 △1,526  55

普通株式の期中平均株式数（千株）  92,618  108,015

２【その他】
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 該当事項はありません。 

第二部【提出会社の保証会社等の情報】
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 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社トプコ

ンの平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平成

25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。 

  

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任 

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 

  

監査人の責任  

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。 

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。 

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 

  

監査人の結論  

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社トプコン及び連結子会社の平成25年６月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。 

  

利害関係 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以 上  

  独立監査人の四半期レビュー報告書   

平成25年８月８日

株式会社トプコン 

取締役会 御中 

新日本有限責任監査法人 

  
指定有限責任社員
業務執行社員 

  公認会計士 上村 純   印 

  
指定有限責任社員
業務執行社員 

  公認会計士 石川 達仁  印 

 （注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。 

 ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。 
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